
 

 

学 校 だ よ り               大津市立志賀小学校 

第 ８ 号                    児童数 ７０７人 
                        令和４年 ６月２３日  

      
学校教育目標 『未来を切り開く、心身共に健全で、人間性豊かな子どもを育てる』 

    三つの校訓   心をこめてあいさつします 額に汗して黙ってそうじをします 目と心と耳で聴きます 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 これは、１９７５年(昭和５０年)まで、歌われていた志賀小学校の校歌です。歌詞を見ると、当時の志賀小学校近辺の

風景が手に取るように分かります。１９７５年６月２３日(創立記念日)に、創立１００周年記念式典が挙行されましたが、そ

の際に、新校歌(くまなく晴れた志賀の朝・・・・現在の校歌)が制定されました。以下、志賀小学校の変遷の概要です。 
 
                創立記念日  ６月２３日 
   明治8.8.     明治14.6.23(開校記念日)         明治19.9.1           明治22.3 
  花園学校― → 滋賀郡第２２小学校区花園学校― → 簡易科志賀小学校― → 志賀小学校― → 
   明治25.5.17         明治32                  昭和7 
  滋賀尋常小学校―― → 滋賀尋常高等小学校―――――    →    大津市大津北尋常高等小学校 → 
  山中尋常小学校―― → 山中尋常高等小学校(高等科のみ本校へ) →  同   山中分校→ 
   昭和12                   昭和16                昭和22 
  大津市志賀尋常高等小学校―― → 大津市志賀国民学校―― → 大津市立志賀小学校―― → 
     同    山中分校――  →       同 山中分校――  →    同  山中分校―― → 
                          昭17～19滋賀県女子師範学校代用付属国民学校に指定    
   昭和50 
  大津市立志賀小学校――――― → 大津市立志賀小学校―――― 昭和54――――――→ 
    同  山中分校―――――  →     同  山中分校―― → 大津市立比叡平小学校― → 
  大津市立坂本小学校(一部)――  → 大津市立唐崎小学校――――――――――――――→ 
  大津市立下阪本小学校(一部) 
 

  明治１４年６月２３日に「滋賀郡第２２小学校区花園学校」となり、この日が開校記念日(創立記念日)とされました。 

 明治２８年５月に、校舎が新築され、現在地に移転されました。１９５５年(昭和３０年)に、創立８０周年記念式典、 

 １９７５年(昭和５０年)に、１００周年と歴史を刻んでいます。そして、今日６月２３日で１４７年、３年後の２０２５年には、 

 ちょうど１５０周年となります。１００周年の時に児童が書いた作文を校長室で見つけました。抜粋したものを紹介します。 

   
   学校が始まって、今年で１００周年になる。記念行事がいろいろと行われた。クラスごとに合奏や合唱を 
して、みんな静かに聞けた。私は、この時に、昔のことを思い浮かべた。志賀小学校が出来て間もないころは、 
ふろしきに教科書を入れて、着物を着て、男の子は頭をまるがりにして、女の子はかみをくくって、ぞうりや 
げたをはき、学校に通っていたのだろう。志賀小学校が出来た時は、児童数が４９人、静かな田畑の道を通っ 
ていたのだろう。今の児童数は１２００人以上、自動車のよく通るコンクリートの道を通っている。おじいさ 
んに聞いた話だけど、今住宅になっているところも、昔は一面に田んぼで、唐崎は蒸気船が発着する港だった 
そうです。これからの志賀小学校は１００歳をこえたのだから、児童が協力して、もっとよい学校にしようと 
思います。この志賀小学校が１５０周年の時には、どう変わったのか、見にきたいと思います。(５年女児) 

 
御寄附ありがとうございました。 
昭和２４年度卒業同窓会様より御寄附を頂戴しました。学校のために、お使いくださいとおっしゃっていただきま

したので、古くなった教室のカーテンと、タブレットスタンドを購入させていただきました。多大のご寄附に心より感謝
申し上げます。この場を借りて、ご披露させていただきます。 
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